
3 月 定 例 会

　平成20年3月定例会は、2月26日から3月21日までの25日間の会期で開催されました。今定例会では、

市長から提出された平成20年度一般・特別・企業の各会計予算をはじめとする48議案、議員から提出され

た意見書（P14参照）の提出を求める3議案は、採決の結果、いずれも原案どおり可決・同意されました。

　しかし、本年度、議会改革の一環として取り組んできた議員定数の削減について議員から提出された議員

定数（現行26人）を22人とする議案と23人とする議案は、採決の結果、いずれも過半数に達せず否決され、

今後さらなる検討が必要となりました。　

　また、市政に対する一般質問は、16人の議員が市長の見解をただしました。

ふくろい市議会だよりふくろい市議会だより

新年度各会計予算はいずれも可決
議員定数削減の2議案は否決

一
般
会
計
予
算

　
新
年
度
の
予
算
額
は
2
8
3
億
円
で
、前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
8.

3
％
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、市
民
1
人
当
た
り
の
予
算
は
3
2
7，
2
5
5
円
と
な
り
ま
す
。

（
平
成
20
年
3
月
1
日
現
在
人
口
に
よ
る
）

特
別
会
計
予
算

　
国
民
健
康
保
険
を
は
じ
め
と
す
る
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、1
5
2
億
2，
3
6
0
万

円
で
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
に
伴
い
老
人
保
健
の
予
算
額
が
少
額
と
な
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、前
年
度
比
2
2．
4
％
減
と
大
幅
な
減
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
会
計
予
算

　
水
道
事
業
と
病
院
事
業
の
企
業
会
計
予
算
総
額
は
、88
億
6，
8
0
0
万
円
で
、前
年
度

と
比
較
す
る
と
5．
6
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
産
業
立
地
事
業
費
補
助（
2
億
2，
2
4
0
万
円
）

◆
ご
み
処
理
施
設
周
辺
公
園
整
備
事
業（
1
億
9，
9
0
0
万
円
）

◆
都
市
計
画
道
路 

上
久
能
山
科
上
線
改
築
事
業（
4，
6
0
0
万
円
）

◆
次
期
住
民
情
報
系
シ
ス
テ
ム
開
発
委
託（
3，
6
0
0
万
円
）

◆
図
書
館
シ
ス
テ
ム
統
合
事
業（
約
3，
2
8
0
万
円
）

◆
建
築
基
準
法
指
定
道
路
調
査
業
務（
2，
5
0
0
万
円
）

◆
橋
梁
維
持
補
修
工
事（
2，
5
0
0
万
円
）

◆
浅
羽
北
小
学
校
体
育
館
改
築
事
業（
約
2，
1
8
0
万
円
）

3月23日に行われた中遠クリーンセンター竣工式

〔
主
な
新
規
事
業
〕

条
例

●
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
　
本
年
4
月
1
日
か
ら
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
が

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、本
市
に
お
い
て
行
う
事
務
に
つ
い
て
定

め
る
も
の
で
す
。

●
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
条
例
の
廃
止

　
　
本
年
3
月
末
日
で
豊
沢
に
あ
る
こ
れ
ま
で
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

を
閉
所
す
る
こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。

●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
条
例
の
一
部
改
正
　

●
市
立
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正

●
月
見
の
里
学
遊
館
条
例
の
一
部
改
正

●
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

　
　
本
年
4
月
1
日
か
ら
、サ
ン
ラ
イ
フ
袋
井（
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

が
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内
へ
、月
見
の
里
学
遊
館
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
山
梨
公
民
館（
移
転
後
の
名
称
は
山
名
公
民
館
）が
サ
ン
ラ
イ

フ
袋
井
の
あ
と
へ
移
転
す
る
こ
と
に
伴
い
、改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　
　
医
療
制
度
改
革
に
伴
い
、医
療
給
付
分
は
、老
人
医
療
拠
出
金
制

度
の
変
更
に
よ
り
減
額
改
正
し
、介
護
給
付
分
は
、税
率
、税
額
、賦

課
限
度
額
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、65
歳
以
上
の
特
別
徴
収
な
ど

に
つ
い
て
も
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

●
駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正

　
　
愛
野
駅
前
北
・
南
駐
車
場
の
利
用
料
金
の
う
ち
、長
時
間
駐
車
の

8
時
間
以
上
24
時
間
ま
で
8
0
0
円
を
、7
時
間
以
上
24
時
間
ま
で

7
0
0
円
に
改
正
し
、本
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
で
す
。

《
制
定
》

《
廃
止
》

《
改
正
》
主
な
も
の

（
会
派
よ
り
）

討

論

一
般
会
計
予
算
に
対
し
て

  

反
対
す
る  

「
日
本
共
産
党
」

　
本
予
算
に
は
、就
学
前
の
子
ど
も
の
医
療
費
を
公

費
負
担
の
拡
大
に
よ
り
無
料
化
す
る
な
ど
評
価
で

き
る
も
の
も
あ
る
が
、看
過
で
き
な
い
3
点
に
つ
い

て
指
摘
す
る
。
1
点
目
は
「
に
ぎ
わ
い
新
都
心
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
と
称
し
、農
業
振
興
地
域
で
あ
る
国

本
地
区
を
商
業
地
な
ど
に
開
発
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
、開
発
計
画
の
中
止
を
求
め
る
。
2
点
目
は
小

笠
山
山
麓
開
発
計
画
で
あ
る
。
景
観
づ
く
り
講
演
会

の
講
師
は
、本
市
の
特
徴
を
「
開
け
た
平
野
、農
用

地
と
背
景
を
織
り
な
す
緑
の
丘
陵
地
」
と
述
べ
ら
れ

て
お
り
、景
観
づ
く
り
に
反
す
る
も
の
と
考
え
る
。

3
点
目
は
産
業
立
地
事
業
費
補
助
金
等
の
行
き
過

ぎ
た
大
企
業
優
遇
策
で
あ
り
、認
め
ら
れ
な
い
。

  

賛
成
す
る  

「
自
由
21
」

　
本
予
算
は
、合
併
後
4
年
目
を
迎
え
、新
市
の
一

体
化
の
醸
成
や
都
市
基
盤
整
備
な
ど
土
台
づ
く
り

の
節
目
の
年
と
し
て
、有
利
な
国
庫
補
助
金
や
合

併
特
例
債
等
を
充
分
に
利
活
用
し
、ま
ち
づ
く
り
の

基
本
方
針
で
あ
る
総
合
計
画
の
推
進
を
図
っ
た
積

極
的
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
主
な
内
容
は
、「
健
康
文

化
の
継
承
」
、「
健
康
文
化
の
創
造
」
、「
協
働
・
共
生

に
よ
る
健
康
文
化
」の
3
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、小
笠
山
山
麓
開
発
調
査
、に
ぎ
わ

い
新
都
心
ま
ち
づ
く
り
事
業
、中
心
市
街
地
活
性
化

推
進
事
業
等
、将
来
に
関
わ
る
大
事
な
事
業
が
数

多
く
見
ら
れ
る
予
算
と
評
価
し
て
い
る
。


